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日
常
生
活
の
中
で
い
と
な
ま
れ
る
年
中
行
事
と
通
過
儀
礼
を

テ
ー
マ
に
、
現
代
日
本
人
の
宗
教
性
の
変
容
を
考
察
。
儀
礼
文
化

の
「
現
状
を
理
解
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
「
持
続
」
で
は
な

く
「
変
容
」
で
あ
る
」（
ま
え
が
き
）
と
の
視
点
は
、
長
年
の
研
究

で
培
わ
れ
た
も
の
だ
。
第
一
章
「
年
中
行
事
」
で
は
、
大
学
生
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
①
「
民
俗
学
が
年
中
行
事
と
し
て
分

析
の
中
心
に
置
く
よ
う
な
行
事
の
大
半
は
都
市
の
生
活
か
ら
は
脱

落
し
て
い
る
」
こ
と
、
②
「
伝
統
行
事
の
変
容
」、
③
「
戦
後
盛

ん
に
な
っ
た
年
中
行
事
の
存
在
」
と
い
う
特
色
を
指
摘
す
る
。
②

の
場
合
、
例
え
ば
家
に
年
神
を
迎
え
る
た
め
の
門
松
・
正
月
棚
な

ど
の
正
月
行
事
の
実
施
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
初
詣
の
実
施

率
が
き
わ
め
て
高
い
も
の
の
一
社
集
中
や
氏
神
離
れ
（
つ
ま
り
神

社
離
れ
）
が
顕
著
な
こ
と
、「
ゆ
く
年
く
る
年
」
の
映
像
に
「
歳
の

暮
れ
ら
し
さ
」
と
「
新
年
の
正
月
ら
し
さ
」
を
求
め
る
心
性
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
③
に
つ
い
て
は
日
本
製
キ
リ
ス
ト
教
行
事
と
し

て
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
商
業
戦
略
の
み
で
普

及
し
た
の
で
は
な
く
日
本
人
の
選
ん
だ
「
幸
せ
の
形
」（
ひ
と
と
き

の
聖
性
の
希
求
、
互
酬
性
な
ど
）
で
あ
る
、
と
の
指
摘
は
示
唆
的
で

あ
る
。
第
二
章
「
通
過
儀
礼
」
で
は
、高
度
経
済
成
長
期
以
降
、「
儀

礼
を
行
う
母
体
が
、
集
団
〔
地
域
社
会
・
家
〕
を
基
盤
と
す
る
も

の
か
ら
個
人
や
、
狭
い
個
人
の
集
団
と
し
て
の
家
族
へ
と
移
行
」

し
、
伝
統
儀
礼
が
多
様
化
ま
た
は
消
滅
し
た
こ
と
と
、
家
に
お
け

る
儀
礼
（
出
産
や
死
に
か
か
わ
る
民
俗
儀
礼
）
の
消
滅
は
や
が
て
「
伝

統
的
な
世
界
観
の
消
滅
へ
と
つ
な
が
る
事
実
」
を
指
摘
す
る
。
本

章
の
「
結
婚
式
」
に
つ
い
て
は
、
本
誌
所
収
論
文
や
近
著
『
結
婚

式
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
）
で
よ
り
詳
し
く
触
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
神
道
者
は
、「
年
中
行
事
か
ら
生
育
や
生
命
力
の
更
新
が
失
わ

れ
て
い
き
、
通
過
儀
礼
か
ら
魂
の
成
長
や
再
生
が
消
え
て
い
っ
た

と
き
に
、
私
た
ち
日
本
人
の
魂
は
ど
こ
へ
い
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ

う
か
」（
最
終
章
）
と
い
う
警
鐘
を
こ
め
た
問
題
提
起
を
、
真
摯
に

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

石
井
研
士
著

『
日
本
人
の
一
年
と
一
生―

変
わ
り
ゆ
く
日
本
人
の
心
性―

』

　
　

春
秋
社　

平
成
十
七
年
二
月
刊　

四
六
判　

二
三
二
頁　

本
体
一
八
〇
〇
円
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明
治
神
宮
創
建
前
後
の
歴
史
的
考
察
を
様
々
な
角
度
か
ら
試
み

る
労
作
。
明
治
神
宮
が
出
現
す
る
過
程
は
、「
そ
の
ま
ま
ひ
と
つ

の
大
正
時
代
史
と
な
る
よ
う
な
事
件
」
で
あ
る
と
い
う
。
本
書
に

お
い
て
そ
れ
は
、
つ
く
ら
れ
た
理
由
、
位
置
の
選
定
、
外
苑
の
存

在
理
由
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
照
射
さ
れ
る
。

　

明
治
天
皇
崩
御
後
、
国
民
の
間
か
ら
盛
ん
に
起
こ
っ
た
哀
悼
の

言
葉
は
、
特
に
新
聞
に
よ
り
伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
哀
悼
の
念
を

形
に
表
す
時
に
は
、「
記
念
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
。
し
か

し
、
記
念
事
業
内
容
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
り
、
博
物
館
・

図
書
館
・
美
術
館
・
科
学
院
と
い
っ
た
文
化
施
設
、
職
業
紹
介
事

業
の
拡
充
と
い
っ
た
社
会
事
業
、
そ
し
て
神
社
、
植
樹
な
ど
…
雑

多
な
意
見
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、「
天
皇
陵
を

東
京
へ
」
と
い
う
運
動
が
、
京
都
桃
山
へ
の
陵
墓
確
定
に
よ
り
座

礁
し
た
後
、
天
皇
陵
の
代
わ
り
と
な
る
記
念
と
し
て
の
「
神
宮
を

東
京
へ
」
と
い
う
運
動
が
持
ち
上
が
っ
た
。
そ
の
「
神
宮
を
」
に

つ
い
て
も
、「
東
京
へ
」
に
つ
い
て
も
様
々
な
批
判
が
あ
っ
た
が
、

運
動
の
主
導
者
で
あ
っ
た
阪
谷
芳
郎
や
渋
沢
栄
一
は
そ
う
し
た
意

見
を
も
取
り
込
ん
だ
画
期
的
な
ア
イ
デ
ア
を
産
み
出
す
。
そ
し
て
、

大
正
政
変
な
ど
に
阻
ま
れ
な
が
ら
も
、
帝
国
議
会
貴
族
院
で
の
請

願
可
決
、
衆
議
院
に
て
の
建
議
可
決
に
よ
り
、
民
間
経
済
人
主
導

か
ら
政
府
に
よ
る
造
営
へ
と
進
ん
で
い
く
。

　

大
正
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
神
社
奉
祀
調
査
会
が
開
会
さ
れ
、

造
営
の
た
め
の
調
査
が
進
め
ら
れ
た
後
、
大
正
四
年
五
月
の
内
務

省
告
示
に
よ
り
、
正
式
に
明
治
神
宮
の
創
立
は
発
表
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
内
苑
は
国
家
が
、
外
苑
は
国
民
が
建
造
す
る
も
の
と
さ
れ
、

国
民
か
ら
の
寄
付
金
が
集
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
全
国
か
ら
の
勤

労
奉
仕
青
年
団
が
造
営
に
参
加
し
た
こ
と
が
、「
明
治
神
宮
が
国

民
の
も
の
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
て
い
く
」
こ
と
に
寄
与
し
た
。
ま

さ
に
「
国
民
の
た
め
の
神
社
！
」
と
、
山
口
氏
が
記
す
よ
う
に
、

そ
の
明
治
神
宮
の
造
営
ま
で
の
過
程
は
、
確
か
に
国
民
に
よ
る
国

民
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
本
書
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

山
口
輝
臣
著

『
明
治
神
宮
の
出
現
』

　
　

吉
川
弘
文
館　

平
成
十
七
年
二
月
刊　

四
六
判　

二
三
二
頁　

本
体
一
七
〇
〇
円
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本
書
は
、
明
治
維
新
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
神
社
神
道
の
歴

史
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
物
や
問
題
に
関
す
る
著
者
の
論
考
を
一
冊

に
纏
め
た
も
の
。
そ
の
対
象
は
、「
神
社
を
中
核
と
す
る
日
本
人

の
伝
統
的
神
祇
信
仰
・
崇
敬
に
よ
っ
て
起
こ
る
あ
ら
ゆ
る
現
象
」

で
あ
る
。
近
代
の
神
社
神
道
が
、
国
家
の
「
行
政
事
務
」
に
限
定

さ
れ
た
「
国
家
神
道
」
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
古
来
よ

り
信
仰
・
崇
敬
さ
れ
て
き
た
「
神
社
」
を
中
核
と
す
る
神
道
（
神

社
神
道
）
と
し
て
存
在
し
た
事
実
、
そ
の
現
象
の
起
源
・
沿
革
等

を
攻
究
す
る
筆
者
の
願
い
が
本
書
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

全
体
の
構
成
は
、「
は
じ
め
に
」「
第
一
章　

明
治
維
新
と
国
学

者
」「
第
二
章　

明
治
維
新
と
神
社
の
改
革
」「
第
三
章　

明
治
末

期
・
大
正
期
の
神
社
制
度
」「
第
四
章　

国
家
神
道
と
は
何
だ
っ

た
の
か
」「
余
論　

近
代
の
神
社
と
社
会
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
」

「
あ
と
が
き
」。
こ
れ
ら
は
、
筆
者
の
折
々
の
問
題
意
識
の
発
露
・

確
認
で
あ
る
と
同
時
に
「
自
分
に
と
っ
て
近
代
の
日
本
と
は
何

だ
っ
た
の
か
」
を
問
う
意
識
が
根
底
に
流
れ
る
。

　

ま
ず
、
第
一
章
は
、
幕
末
維
新
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た

岩
倉
具
視
、
そ
の
周
辺
の
人
々
、
福
羽
美
静
の
動
向
、
京
都
・
東

京
の
動
静
、
皇
室
典
範
と
登
極
令
制
定
の
経
緯
、
明
治
の
大
嘗
祭

等
に
つ
い
て
の
論
考
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
は
、
明
治
維

新
以
降
の
神
道
の
位
置
づ
け
、
近
代
神
葬
祭
の
光
と
影
、
改
暦
と

祭
日
と
年
中
行
事
、
幟
仁
親
王
が
明
治
の
神
道
界
に
果
た
し
た
役

割
等
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
は
、
日
露
戦
争
後
の
社

会
と
文
化
、
神
社
合
祀
策
と
政
府
・
帝
国
議
会
、
明
治
神
宮
の
創

建
と
聖
徳
記
念
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
る
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
四
章
は
、「
国
家
神
道
」
の
語
義
・
由
来
、
定
義
と
概

念
規
定
・
法
令
・
制
度
、「
国
家
神
道
」
研
究
の
現
状
、
神
社
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
余
論
と
し
て
、

五
箇
条
の
御
誓
文
、
神
社
の
公
共
性
、
古
典
・
神
道
学
に
つ
い
て

の
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
近
代
の
神
社
神
道
を
考

え
る
上
で
必
要
不
可
欠
の
一
冊
で
あ
る
。

阪
本
是
丸
著

『
近
代
の
神
社
神
道
』

　
　

弘
文
堂　

平
成
十
七
年
八
月
刊　

四
六
判　

二
八
六
頁　

本
体
二
二
〇
〇
円
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著
者
が
平
成
五
年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
公
表
し
た
現
代
神
道

論
の
集
成
で
、『
誰
で
も
の
神
道
』（
平
成
十
年
）
の
続
編
。
序
章

に
収
録
さ
れ
た
「
文
化
と
し
て
の
神
道
」（
書
き
下
ろ
し
）
が
、
本

書
全
体
の
基
調
を
な
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
著
者
が
持
論
と
し
て

き
た
、「
文
明
」（
都
市
性
・
普
遍
性
を
内
包
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
も
の
）

と
「
文
化
」（
農
村
性
・
土
着
性
・
風
土
性
を
帯
び
た
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
）

の
区
別
に
よ
っ
て
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
国
際
化
を
認
識
す
る

こ
と
の
有
効
性
、
お
よ
び
神
道
を
「
教
団
宗
教
」
で
は
な
く
「
宗

教
文
化
」（
あ
る
い
は
共
同
体
宗
教
）
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
の
学

問
的
・
実
践
的
妥
当
性
の
二
点
が
提
唱
さ
れ
る
。
つ
い
で
第
一
章

「
文
化
の
不
良
債
権
」
で
は
、「
近
来
の
日
本
社
会
に
頻
発
す
る
深

刻
な
人
災
も
、
私
に
は
何
か
文
化
面
で
の
過
去
五
十
年
来
の
不
良

債
権
の
ツ
ケ
が
一
挙
に
噴
き
出
し
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
」

と
し
て
、
伝
統
的
価
値
観
を
否
定
し
て
き
た
戦
後
の
教
育
・
法
制

の
弊
害
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
二
章「
日
本
の
祭
り
と
現
代
」で
は
、

「
集
団
の
総
合
的
な
儀
礼
表
現
」
で
あ
る
祭
礼
を
通
し
て
、
現
代

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
連
帯
を
確
保
す
る
可
能
性
を
考
察
し
、「
歴

史
風
土
」
や
そ
の
「
宗
教
的
霊
性
」
と
の
「
聖
な
る
交
流
」（
祭
礼
）

に
よ
っ
て
地
域
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
す
る
。

第
三
章
「
鎮
守
の
森
の
復
権
」
で
は
、「
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素

を
吸
収
し
全
生
命
の
母
胎
と
も
な
る
森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
が

世
界
中
の
課
題
」
で
あ
り
、「
日
本
古
来
の
鎮
守
の
森
が
、
人
間

と
自
然
の
共
生
す
る
文
化
と
し
て
再
認
識
さ
る
べ
き
理
由
も
、
こ

こ
に
あ
る
」と
説
く
。
第
四
章「
霊
的
生
命
観
と
現
代
」で
は
、「
先

祖
や
自
然
の
働
き
に
眼
に
見
え
ぬ
生
命
の
霊
性
」（
カ
ミ
・
仏
性
）

を
認
め
て
き
た
「
日
本
古
来
の
霊
的
生
命
観
」
に
つ
い
て
、
神
道

の
「
自
然
風
土
に
根
ざ
す
神
々
と
そ
の
祭
り
」
を
手
が
か
り
に
考

え
、グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
「
物
心
と
も
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
『
生

命
文
明
』
へ
の
実
現
へ
と
歩
み
だ
す
指
針
」
と
な
る
可
能
性
に
言

及
。
第
五
章
「
一
神
社
人
の
想
い
」
に
は
故
郷
の
秩
父
神
社
や
靖

國
神
社
に
関
す
る
随
筆
を
収
録
す
る
。
現
代
日
本
の
文
化
的
混
迷

を
憂
え
る
諸
氏
に
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

薗
田
稔
著

『
文
化
と
し
て
の
神
道―

続
・
誰
で
も
の
神
道―

』

　
　

弘
文
堂　

平
成
十
七
年
十
月
刊　

四
六
判　

二
二
六
頁　

本
体
一
八
〇
〇
円
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本
書
は
、
孝
明
天
皇
と
明
治
天
皇
に
つ
い
て
、
そ
の
時
代
背
景
・

周
辺
の
人
物
等
に
も
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
維
新
変
革
の
前
後
に

お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
変
容
に
注
意
し
つ
つ
、
比
較
考
証
す
る

論
考
で
あ
る
。
本
書
に
お
け
る
考
察
の
淵
源
は
、「「
天
皇
制
」
で

は
な
く
明
治
天
皇
個
人
と
そ
の
身
体
に
つ
い
て
分
析
・
検
討
を
加

え
、
歴
史
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
た
、
お
そ
ら
く
日
本
で
最
初
に
発

表
さ
れ
た
論
文
」（
本
書
あ
と
が
き
）
と
さ
れ
る
著
者
の
論
文
「
天

皇
像
の
形
成
過
程
」『
国
民
文
化
の
形
成
』（
昭
和
五
十
九
年
）
か

ら
始
ま
る
問
題
意
識
に
あ
る
。
そ
の
後
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
た

著
者
の
本
書
に
お
け
る
考
察
は
、
幕
末
の
天
皇
と
明
治
の
天
皇
の

違
い
を
、〈
見
え
な
い
〉
天
皇
と
〈
見
え
る
〉
天
皇
と
い
う
言
葉

に
象
徴
さ
せ
、
二
十
年
間
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
書
成
立
の
端
緒
は
、
鹿
児
島
県
島
津
家
の
史
料
『
鹿

児
島
県
史
料　

忠
義
公
史
料
』
と
『
鹿
児
島
県
史
料　

玉
里
島
津

家
史
料
』
を
精
読
し
た
こ
と
に
よ
る
孝
明
天
皇
と
朝
廷
・
公
家
に

つ
い
て
の
少
な
か
ら
ぬ
発
見
と
多
く
の
知
見
を
得
た
こ
と
、
永
井

和
に
よ
る
論
証
等
（「
万
機
親
裁
体
制
の
成
立
」『
思
想
』
九
五
七
、
平

成
十
六
年
な
ど
）
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。

　

幕
末
に
於
け
る
天
皇
は
、
公
家
と
御
所
に
奉
仕
す
る
人
の
他
に

は
、
面
会
を
許
さ
れ
た
一
部
の
武
家
を
除
け
ば
、
そ
の
顔
を
拝
す

る
こ
と
の
出
来
た
者
は
稀
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
比
し
て
、

明
治
天
皇
の
肖
像
は
、錦
絵
や
模
写
さ
れ
た
石
版
画
の
「
御
真
影
」

な
ど
に
よ
っ
て
、
一
般
の
家
庭
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

国
民
へ
の
視
覚
的
印
象
の
変
容
は
、
近
世
に
お
け
る
幕
藩
体
制
の

中
の
天
皇
と
、
近
代
国
家
の
元
首
と
し
て
の
明
治
天
皇
と
の
相
違

に
基
づ
く
。
そ
こ
に
は
、
政
治
空
間
の
変
革
と
同
時
に
、
東
京
遷

都
に
よ
る
変
革
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
し
て
、
巡
幸
・
行
幸
に
よ
る

明
治
天
皇
と
民
衆
の
接
点
、〈
見
え
る
〉
天
皇
と
し
て
の
国
民
統

合
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
過
程
も
重
要
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
御
真

影
が
果
た
し
た
役
割
、
近
代
天
皇
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
お
け
る
史

実
を
、
本
書
に
よ
り
考
え
て
み
る
こ
と
は
近
代
を
理
解
す
る
ひ
と

つ
の
契
機
と
な
る
に
違
い
な
い
。

佐
々
木
克
著

『
幕
末
の
天
皇
・
明
治
の
天
皇
』

　
　

講
談
社　

平
成
十
七
年
十
一
月
刊　

文
庫
判　

二
八
九
頁　

本
体
九
六
〇
円
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日
本
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
何
か
を
問
う
著
者
は
、「
国

家
の
利
益
を
追
求
す
る
政
治
や
経
済
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
政

策
に
よ
っ
て
、
そ
の
時
ど
き
に
変
化
す
る
。
だ
が
、
文
化
は
何
十

年
、
何
百
年
か
か
っ
て
も
、
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
面
を
持
っ
て

い
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
文
化
が
国
際
的
に
広
く
知
ら
れ

る
今
、
あ
ら
た
め
て
、「
日
本
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歩
み
」

を
た
ど
り
な
お
し
て
み
る
こ
と
の
重
要
性
を
著
者
は
指
摘
す
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら「
日
本
文
化
」「
日
本
近
現
代
の
イ
メ
ー
ジ
」

に
「
新
し
い
見
方
」
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
書
全
体
の
章
立
て
は
、
第
一
章 

文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

は
何
か
〔
１
い
ま
、
な
ぜ
、
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か　

２
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
は
何
か
〕、
第
二
章 

国
民
国
家
の
創
造
〔
１
発
明
さ
れ
た

歴
史　

２
天
皇
制
も
発
明
さ
れ
た
〕、
第
三
章 

国
民
国
家
の
形
成
〔
１

「
国
語
」
の
不
思
議　

２
「
日
本
文
学
」
は
二
重
の
発
明　

３
伝
統
の
評

価
基
準
〕、
第
四
章 

「
帝
国
」
の
思
想
〔
１
大
衆
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

時
代　

２
普
遍
主
義
と
文
化
相
対
主
義　

３
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
思
想
〕、

第
五
章 

戦
後
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
〔
１
敗
戦
の
思
想　

２
日
本･

文
化
論
の
季
節　

３
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
対
化
へ
〕
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
定
義
、
型
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
対
立
す
る
思
想
、
民
族
と
文
化
、
伝
統
の
発
明
等
へ

の
著
者
の
考
え
方
が
示
さ
れ
る
。
第
二
章
に
お
い
て
は
、
古
代
か

ら
近
代
に
至
る
日
本
人
の
歴
史
観
・
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
概

観
さ
れ
、
近
代
日
本
の
国
民
国
家
へ
の
道
程
が
描
か
れ
る
。
そ
し

て
、
第
三
章
で
は
、
日
本
に
お
け
る
国
語
・
リ
テ
ラ
シ
ー
・
文
学

か
ら
美
術
・
武
士
道
・
修
養
思
想
ま
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

明
治
日
本
の
近
代
化
と
伝
統
文
化
の
構
図
が
分
析
さ
れ
る
。
第
四

章
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
歴
史
背
景
と
文
化
現

象
を
「
帝
国
」
思
想
と
国
民
文
化
の
位
置
づ
け
と
し
て
概
観
し
、

第
五
章
は
、
戦
後
の
日
本
文
化
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
連
性

で
、
戦
前
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
概
観
し
て
い
る
。

　

本
書
の
問
題
意
識
と
視
点
は
、
今
後
、
同
様
の
課
題
設
定
を
す

る
場
合
の
指
標
と
な
る
筈
で
あ
る
。

鈴
木
貞
美
著

『
日
本
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』

　
　

平
凡
社　

平
成
十
七
年
十
二
月　

新
書
判　

二
八
〇
頁　

本
体
八
六
〇
円
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「
見
え
る
神
道
」
と
「
見
え
な
い
神
道
」
と
い
う
二
つ
の
概
念

を
設
定
し
、
現
代
社
会
に
お
け
る
神
道
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
に
目

を
注
ぐ
「
神
道
入
門
」。
著
者
の
問
題
関
心
は
、
神
道
の
今
の
よ

う
な
形
態
は
「
何
を
契
機
に
生
ま
れ
た
の
か
、
歴
史
的
に
交
わ
さ

れ
て
き
た
無
数
の
「
情
報
」、
そ
し
て
そ
の
伝
達
経
路
と
い
う
も

の
」
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、「
神
道
が
た
ど
っ

た
歴
史
の
特
徴
」「
日
本
社
会
で
の
伝
達
経
路
」
に
注
目
し
な
が

ら
、
神
道
の
「
宗
教
性
が
う
か
が
え
る
側
面
と
、
そ
れ
が
ほ
と
ん

ど
感
じ
ら
れ
な
い
面
」を
具
体
的
に
考
え
る
た
め
、「
見
え
る
神
道
」

と
「
見
え
な
い
神
道
」
の
概
念
に
よ
る
考
察
が
な
さ
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
見
え
る
神
道
」
と
は
、
神
社
、
神
職
を
中
心

に
な
さ
れ
る
儀
礼
、
神
道
に
と
っ
て
の
教
説
あ
る
い
は
学
説
、
門

人
組
織
、
近
代
の
神
道
系
教
団
の
教
義
・
組
織
で
あ
る
。「
見
え

な
い
神
道
」
と
は
、
主
と
し
て
家
と
地
域
共
同
体
に
関
係
づ
け
ら

れ
、文
字
化
さ
れ
た
史
料
と
し
て
記
録
に
残
る
こ
と
は
少
な
い
が
、

伝
承
と
し
て
生
き
残
る
も
の
で
あ
り
、
民
俗
学
は
そ
こ
に
焦
点
を

あ
て
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
両
者
の
関
係
、
歴
史
的
展
開
と
現
代
の
姿
を
解
明

す
る
た
め
に
、
神
道
が
誰
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
き

た
か
、
ど
の
よ
う
な
組
織
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
り
出
さ
れ
て
き

た
の
か
、
と
い
う
問
題
関
心
を
中
心
に
、
古
代
の
神
社
か
ら
、
神

祇
制
度
、
近
世
の
神
社
政
策
、
近
代
の
神
社
制
度
、
神
道
系
新
宗

教
、
神
道
家
、
神
を
め
ぐ
る
観
念
、
祭
祀
、
神
道
の
教
え
、「
宗

教
ユ
ー
ザ
ー
」
と
「
宗
教
メ
ー
カ
ー
」、家
庭
祭
祀
、祖
霊
と
神
霊
、

神
前
結
婚
式
、
世
俗
の
祭
、
直
会
、
日
柄
方
位
、
鬼
門
と
方
違
え
、

情
報
ル
ー
ト
の
変
化
…
等
に
着
目
し
な
が
ら
、「
神
道
」
の
全
体

像
を
体
系
的
に
、
理
論
的
に
叙
述
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
、
神
道
の
捉
え
方
に
新
し
い
観
点
と
、
新
し
い
分
類
の
方

法
論
を
提
示
す
る
。
そ
の
枠
組
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
神
道
」

を
理
解
し
語
る
上
で
、
有
益
な
考
察
と
分
析
の
契
機
を
読
者
に
与

え
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

井
上
順
孝
著

『
神
道
入
門―

日
本
人
に
と
っ
て
神
と
は
何
か―

』

　
　

平
凡
社　

平
成
十
八
年
一
月
刊　

新
書
判　

二
七
一
頁　

本
体
八
四
〇
円
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宮
内
省
編
『
大
正
天
皇
御
集
』
に
収
載
さ
れ
る
御
製
詩
（
漢
詩
）

全
二
百
五
十
一
首
の
謹
解
書
。
有
志
が
結
成
し
た
刊
行
会
の
助

成
に
よ
り
、
大
正
天
皇
崩
御
八
十
年
を
記
念
し
て
出
版
（
栂
野
守

雄
会
長
序
文
）。
書
名
は
御
製
詩
第
一
首
目
の
「
天
地
十
分
春
」
と
、

最
後
の
「
春
風
吹
満
老
松
枝
」
の
句
よ
り
拝
戴
。
本
文
は
白
文
・

訓
読
・
語
釈
・
意
訳
・
参
考
（
時
代
状
況
等
の
解
説
）
で
構
成
さ
れ
、

難
解
な
研
究
書
で
は
な
く
「
御
聖
徳
」
を
仰
ぎ
奉
る
趣
旨
で
編
著

し
た
と
い
う
（
凡
例
）。
大
正
天
皇
に
つ
い
て
は
近
年
、
伝
記
や

御
集
関
係
の
出
版
・
再
版
が
相
次
ぐ
な
ど
、
研
究
環
境
が
少
し
ず

つ
向
上
し
て
い
る
。
著
者
は
平
成
十
四
年
に
一
部
公
開
が
許
さ
れ

た
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
「
大
正
天
皇
実
録
」、
お
よ
び
「
大
正
天

皇
御
製
詩
集
」
の
諸
稿
本
を
つ
ぶ
さ
に
閲
覧
し
た
上
で
、
既
刊
書

に
お
け
る
詩
句
の
誤
植
・
異
同
状
況
を
精
査
し
、
正
確
な
御
製
詩

の
普
及
と
現
代
に
相
応
し
い
（
高
校
生
に
も
理
解
可
能
な
）
解
説
に

努
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
皇
太
子
時
代
に
明
治
天
皇
の
政
務
へ

の
御
精
励
を
詠
ま
れ
た
五
言
古
詩
「
至
尊
」（
明
治
二
十
九
年
）
の

「
日
曜
無
休
息
」「
日
晩
始
入
御
」
と
い
う
句
に
つ
い
て
、
日
清
戦

争
時
に
お
け
る
広
島
大
本
営
の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
、
は
じ
め
て

拝
誦
す
る
人
に
も
容
易
に
歴
史
的
背
景
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
序
文
で
南
部
利
昭
氏
（
靖
國
神
社
宮
司
）

も
引
用
す
る
七
言
絶
句
「
臨
靖
國
神
社
大
祭
有
作
」（
大
正
四
年
）

に
つ
い
て
、
起
句
「
武
夫
重
義
不
辞
危
」
の
「
義
」
と
は
軍
人
勅

諭
に
い
う
「
忠
節
」
で
あ
る
と
語
釈
し
、
参
考
と
し
て
神
社
の
由

緒
や
歴
代
天
皇
の
御
親
拝
記
録
、
御
製
、
軍
人
勅
諭
な
ど
を
要
領

よ
く
紹
介
し
て
い
る
。
終
戦
直
後
に
お
け
る
『
大
正
天
皇
御
集
』

の
普
及
版
公
刊
計
画
は
、
占
領
下
の
時
局
に
配
慮
し
て
一
時
見
合

せ
と
な
っ
た
が
、
大
東
塾
（
影
山
正
治
塾
長
）
が
「
祖
国
再
建
の

道
標
」
を
求
め
て
刊
行
頒
布
運
動
を
推
進
し
、
昭
和
二
十
三
年
に

出
版
が
実
現
し
た
。
こ
う
し
た
関
係
史
に
つ
い
て
も
整
理
し
つ
つ
、

聖
徳
景
仰
の
真
情
を
も
っ
て
、
御
製
詩
を
一
首
ず
つ
丹
念
に
謹
解

し
た
好
著
で
あ
り
、
帯
書
に
も
あ
る
よ
う
に
「
大
正
天
皇
の
大
御

心
に
学
ぶ
」
希
少
書
と
し
て
推
薦
し
た
い
。

西
川
泰
彦
著

『
天
地
十
分
春
風
吹
き
満
つ―

大
正
天
皇
御
製
詩
拝
読―

』

　
　

錦
正
社　

平
成
十
八
年
四
月　

Ａ
５
判　

四
八
〇
頁　

本
体
二
八
〇
〇
円
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兵
庫
県
神
社
庁
設
立
六
十
周
年
を
記
念
す
る
連
続
講
座
「
神
道

と
日
本
文
化
」
全
六
回
（
平
成
十
七
年
六
月
二
十
六
日
～
九
月
十
一

日
、國
學
院
大
學
共
催
）
を
ま
と
め
た
講
演
集
（
加
藤
隆
久
庁
長
序
文
）。

第
一
章
「『
神
道
』
と
は
何
か
」（
安
蘇
谷
）
は
、
お
祭
り
の
伝
統
、

神
社
の
歴
史
、
神
道
古
典
、
神
道
思
想
史
の
四
素
材
の
考
察
を
通

し
て
、「
神
道
と
は
日
本
の
神
々
へ
の
信
仰
（
意
識
的
信
じ
方
）
あ

る
い
は
信
頼
（
無
意
識
的
信
じ
方
）
を
有
す
る
生
き
方
」
で
あ
る
こ

と
を
講
じ
た
も
の
。
第
二
章「
発
掘
さ
れ
た
神
々
の
も
の
が
た
り
」

（
椙
山
）
で
は
、
神
道
考
古
学
の
成
果
を
も
と
に
、「
は
じ
め
は
神

籬
、
磐
境
の
祭
、
そ
れ
か
ら
…
…
社
殿
の
祭
に
な
っ
た
と
い
う
簡

単
な
図
式
に
は
な
ら
な
い
」
と
、
多
様
な
祭
祀
形
態
が
並
存
し
て

い
た
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。
第
三
章
は
「
天
皇
家
と
伊
勢
の

神
宮
」（
中
西
）。
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
つ
い
て
、『
延
喜
式
』
の

定
め
た
法
制
化
の
基
本
要
件
、
諸
祭
儀
・
神
殿
造
営
・
神
宝
調
進

の
特
色
、
さ
ら
に
「
生
活
文
化
、
衣
食
住
の
原
点
」・「
民
族
の
記

憶
装
置
」
と
し
て
の
意
義
を
歴
史
的
に
概
説
す
る
。
第
四
章
「
カ

ミ
と
ホ
ト
ケ
の
境
界
を
歩
く
」（
岡
田
）
で
は
、
神
道
に
強
い
影

響
を
与
え
た
仏
教
・
陰
陽
道
と
の
関
係
に
論
及
。「
現
代
の
神
道

へ
至
る
大
き
な
転
換
点
は
平
安
中
・
後
期
、
摂
関
・
院
政
時
代
」

で
あ
り
、
仏
教
・
陰
陽
道
と
の
交
流
が
「
神
道
」
の
自
立
を
促
し

た
と
説
く
。
第
五
章「
風
土
を
作
る
神
々
と
祭
り
」（
茂
木
栄
）で
は
、

奈
良
盆
地
の
宗
教
的
風
土
の
特
色
や
広
島
の
爆
心
地
に
お
け
る
鎮

守
の
森
復
活
運
動
な
ど
の
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、
日
本
の
集
落
景

観
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
に
「
神
の
モ
リ
」
が
あ
る
こ
と
を
民

俗
学
的
に
解
説
し
て
い
る
。
第
六
章
「
日
本
語
の
中
に
生
き
る
神

道
」（
茂
木
貞
純
）で
は
、「
年
」、「
た
べ
も
の
」、「
彦
・
姫
」、「
人
」、「
力
」

な
ど
の
言
葉
の
語
源
を
解
説
し
な
が
ら
神
祭
り
を
中
心
と
し
た
神

道
の
特
色
に
つ
い
て
講
じ
て
い
る
。
各
章
末
に《
神
道
一
問
一
答
》

を
収
録
し
、「
神
道
は
宗
教
か
い
な
か
」「
勾
玉
の
形
は
何
を
意
味

し
て
い
る
の
か
」
と
い
っ
た
受
講
者
の
質
問
に
講
師
が
分
か
り
や

す
く
解
答
し
て
い
る
。
神
道
学
の
各
専
門
領
域
の
第
一
人
者
に
よ

る
、
格
好
の
神
道
入
門
書
で
あ
る
。

安
蘇
谷
正
彦
・
椙
山
林
繼
・
中
西
正
幸
・
岡
田
莊
司
・
茂
木
栄
・
茂
木
貞
純
著　

兵
庫
県
神
社
庁
編

『
神
道
と
日
本
文
化
』
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本
書
は
帝
国
憲
法
・
皇
室
典
範
・
教
育
勅
語
の
中
心
的
起
草
者

で
明
治
国
家
の
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
称
さ
れ
る
井
上
毅
こ
わ
し

の
、
神
道
・
宗
教
に
関
す
る
思
想
や
政
策
構
想
に
み
ら
れ
る
「
世

俗
主
義
」―

国
家
政
治
に
お
け
る
宗
教
性
の
放
棄
、
す
な
わ
ち

世
俗
化
を
推
進
す
る
態
度―

の
全
体
像
を
捉
え
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
第
一
章
「
井
上
毅
の
『
仏
訳
四
書
』
序
文
和
訳
」
で

は
東
西
思
想
の
共
通
性
を
見
出
し
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
、
第

二
章
で
は
帝
国
憲
法
発
布
ま
で
の
宗
教
政
策
構
想
、
と
く
に
第
二

十
八
条
に
み
る
近
代
国
家
の
宗
教
管
理
権
、
信
教
自
由
・
政
教
分

離
原
則
の
導
入
過
程
を
検
証
す
る
。
第
三
章
で
は
皇
室
典
範
の
即

位
礼
・
大
嘗
祭
規
定
の
成
立
過
程
を
、
岩
倉
具
視
ら
と
の
交
流
や

宮
内
省
図
書
寮
頭
時
代
の
古
典
・
法
制
史
調
査
に
着
目
し
て
考
察

し
、
第
四
章
で
は
憲
法
発
布
後
に
起
っ
た
神
祇
院
設
置
問
題
へ
の

対
応
（
宮
中
神
祇
局
構
想
）
が
、
政
教
分
離
原
則
と
天
皇
親
祭
主
義

の
制
度
的
確
立
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
第

五
章
で
は
明
治
二
十
四
年
の
論
稿「
国
際
法
ト
耶
蘇
教
ト
ノ
関
係
」

を
分
析
し
て
、「
文
明
」
を
国
際
法
の
適
応
基
準
に
据
え
て
条
約

改
正
上
の
宗
教
的
問
題
を
解
決
し
た
経
過
を
辿
り
、
そ
の
思
想
的

背
景
を
第
七
章
「
明
治
日
本
に
お
け
る
「
文
明
」
と
宗
教
」
で
論

じ
て
い
る
。
第
六
章
で
は
文
相
時
代
の
宗
教
教
育
構
想
と
教
育
勅

語
の
関
係
を
考
察
し
、
第
八
章
と
終
章
に
お
い
て
井
上
の
儒
教
・

キ
リ
ス
ト
教
・
神
道
へ
の
認
識
を
総
括
し
、
そ
の
思
想
的
問
題
点

に
も
言
及
す
る
。「
井
上
の
世
俗
主
義
が
ま
た
、「
伝
統
」
と
「
西

洋
」と
が
整
合
あ
る
い
は
対
立
し
な
が
ら
近
代
化
を
目
指
し
た「
明

治
」と
い
う
時
代
に
大
き
く
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
」（
序
章
）

と
い
う
指
摘
は
示
唆
的
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
個
々
の
政
策
や
法
制

と
の
関
連
で
井
上
の
世
俗
主
義
（
ま
た
は
近
代
立
憲
主
義
、
政
教
分

離
主
義
な
ど
）
が
指
摘
さ
れ
て
は
来
た
が
、
本
書
で
は
國
學
院
大

學
図
書
館
所
蔵
「
梧
陰
文
庫
」
を
中
心
と
す
る
関
係
史
資
料
を
博

捜
し
て
、
思
想
形
成
や
問
題
点
を
含
め
た
体
系
的
な
研
究
が
試
み

ら
れ
て
お
り
、
井
上
毅
の
研
究
は
も
と
よ
り
、
近
現
代
の
神
道
・

日
本
文
化
を
考
え
る
上
で
有
益
な
文
献
と
い
え
る
。

齊
藤
智
朗
著　
　
〈
久
伊
豆
神
社
小
教
院
叢
書 

三
〉

『
井
上
毅
と
宗
教―

明
治
国
家
形
成
と
世
俗
主
義―

』
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